
 

 

おはようございます。学大探検部創立者の一人、木俣です。今年で創立 50 周年になりま

すので、これまでの成果を基に、若者たちにエールを贈りたいと思います。前半は日本、

インド亜大陸、中央ユーラシアの学術調査、後半はその応用である冒険学校のことを中心

に、成果の統合理論についてお話しします。 

 

私は学術調査では、穀物の栽培と調理の担当でしたので、これらの写真をお見せします。 

自然知能 Nin を再生することが未来への希望です。幾つかの学術調査に加わり、また組織

しました。インド亜大陸の学術調査が長かったです。次に、今日の話題のキーワードを示

します。詳細な説明はしないで、現地、現場の写真を沢山お見せします。 

 

 

人類史の中で、多くの冒険や探検が行われてきました。日本で大学探検部を最初に作っ
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 次 キーワード
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たのは京都大学です。優れた  、探検 たちの協力で、始まったのです。私は木 学派

の末裔で、京大探検部をモ ルに、学大探検部を創りました。特に、中   から強い影

響を  ています。自然      の名称は、 匠である 本  の 言により、  

を加えたのです。学大探検部は愛称です。私にとっての探検は、職 であると同時に本質

 には遊 です。中 や 本の影響下に、穀物の栽培起 と  を 題にしてきました。 

 

学大探検部の活動は幅広いです。マ メ  アを忌避してきましたので、世間には知ら

れていませんが、かなりの   活動 績を蓄積してきました。さて、 題に入ります。

雑穀の栽培起 、調理の起源と  についてです。 

今なぜ雑穀なのか？ 見捨てられた穀物 orphan crops、無 され、 少利用の種 

neglected and underutilized species 

日本列島で育まれてきた縄   の生 、 作  の 統を 承してきた象徴です。こ

の基層   合を再評価して、生き物の 明に 行する。インドでは  0  年に全国雑穀年

として祝い、インド外務省は国際連合食糧   関 FAO に国際雑穀年を  し、 0  年に

予定されていました。国連小 の権利宣言  0  、国連    の  0 年  0    0    踏

まえ、国連栄養行動の  0 年  0    0 5 の期間内に入れようと  0  年に前倒ししたと

いう経緯があります。多様な穀物が忘れ去られ、生物  多様性が失われて、 統 生 

の知 体 である    基本 合 衰退しており、これらを保全するた です。 四紀

人 世になり、気候変動の む中で、人口は  0 億人を超えて、食料 権、食料の安全保障

が喫緊の 題になっているからです。 穀の収量は上限に しており、多様な穀物で生産

量の危険分散をせねばならないのです S  Swaminathan  0  ほか 。  

雑穀は世界各地で栽培されている   要穀物以外の、多様な穀物の総称です。 0  年の

穀物生産量合計は約   億 ン、  モロコシ     ％ 、イネ  5  ％ 、コムギ     % 、

雑穀類は約 5 億 ン     ％ でした。小さい種子 頴果 を大きな穂に沢山つ 、 に

夏雨型の半乾燥気候、熱帯または亜熱帯のサバン  な生態条件や温帯モン ーン気候の

地域で栽培 されたイネ科夏作一年生穀類。 四紀の地球  の変動に適応  してきた

 物群。イネ 多年生 やコムギは C  物。高い遺  変異性や地域固有の適応 形質を

保持した雑穀在来品種の多くは C  物です。半乾燥地の厳しい  条件下において 、光

合成能力が高く、安定した収穫を見込むことができ、茎葉は 畜の飼料になるから、 物

体全体の収量は多いです。雑穀は今で 、大陸に大きく広がる自然  が厳しい半乾燥地

域や丘陵地域において 要な食糧。健康食ブームによって栄養価の高い雑穀の需要が増加

安定してきている。 

栽培 された穀物の種類は  0 種ほ です。一年生 C  物が多い。イネ科穀 はほとん

 毒性がなく、長期保存ができる。このた に国の権力、経済基盤となる  生産によっ

 京 子大学ネ ール学術調査      年 
京都大学インド亜大陸学術調査     5年、    年、    年 
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 京学 大学  インド調査  00 年 
 京学 大学内モン ル調査  00 年 
 部科学省在外     ン   ー  、 00   00 年 
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て租税になったのです。穀物の栽培 が  、生 としての  が始まり、数千年後に、

産 としての  と都市国が同期して始まった。 四紀は更 世、完 世と変遷して、現

在は人 世の初期です。栽培   畜 はホモ サピエン に 及んできています。  

 

 

シコクビエは  ですが、苗床をつくり  栽培をするようになりました。調理  の

特性は、しとぎと ーボイル加工にあります。堅果類から ンプンを水さらし でとる技

術が湿式製粉  しとぎ になり、未熟脱粒性穀 の利用のた に ーボイル加工が行わ

れました。稲作  は 栽    の発展型です。イネを含 て ロイモ/ヤムイモ、バ 

 、サ  キビな 、多年生 物の  栽培に特徴があります。イネは中国 部、珠江起

 であり、  栽培は稲作に伴ってインド亜大陸に  したのです。この  で、インド

起 雑穀は二次作物として栽培 されました。 

 

 

 本 物の  地球の内陸地域にお る     夏 乾燥 によって、
イネ科 物の  ができて、  性動物が来る
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シコクビエの栽培 a 苗 り、    え、c   え後、d 穂 。
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 ーボイル加工 a    た後に 日乾燥させているイネの とその 大、 c   ーラとその
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 a  インドの   サ の に生育す
る 生イネ、   日本 縄 の水 で
栽培されるサ イモ   、   サ
  キビ、   バ  、 e 多年生
の栄養  体を  する作物がイネに
同  あるいはその外 に栽培されて
いる。

  



 

 

  

さて、後半の話に ります。  を学 とは か    から  学  論を  する。 

心の  と 能     題  のた の   な 題。未来への希望を  に創るか  

 のままの しい らしに 行する。  So i o 

探検冒険活動の初 のことです。  ールド調査では、多くの地域を訪ね、 百人 の

 夫に い、種子を分 て らい、  や調理の話を き、自然、  、生活とは かと、

考えてきました。一 で、学大探検部の特色として、子供の冒険学校と部 の レーニン

グを兼ねた活動を続 てきました。その活動理論として、  学   の枠組 を作りま

した。自然の三相は  慶治の考え におおよそ合致し、心強く思いました。 基本学 プ

ログラムをつな  関連学 プログラムの基盤が生産、すなわち    基本 合です。

これらを統合するのが遊戯です。これら 学 プログラムは地域において協働し、保全活

動を 成します。これら  0 学 プログラムの組 合わせによって、  教育の    を深

 ます。   の キ  は漸次開発して、講 や各種   で配 しました。  この物 

は読  がねばならない。」なぜなら、人々は多様な穀 や料理を失い、 四紀の気候変動

の時代に飢え、幾多の都市 明は滅 てきたからである。これは   エン  はてしない物

  、      ン   りの   およ     シ  の    の の  シ    

 を  しています。 

人間が、生活に役立てるた 、 生動物を生 捕りにし飼いならし、飼養管理の下で 
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雑穀栽培見本 

 日本大   0  年   用在来 統保存種子約   は計   、
  性物質  への 応のた に、イギ  の 立キ ー 物 に緊
  管した。
 立キ ー 物  レニアム シード バンク   、 管のコン
  内 分類 ープ、Fed       0  年    日発  、  入
れ 明 。
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 させ、育てる動物。そうした 況の下で生産利用  に、より適するような形質、能力

を持つ のに変 させられてきており、そのような変異を子孫に える動物です。哺乳類

 0  種から   種を選んでいます        。 

  畜の特性は、群居性、非攻撃 性格、乱交雑する性行動、捕獲された条件下で  す

る能力、早熟性、人間への馴れやすさ、 り扱いの 易さ、  の変 に する鈍 な 

 性、敏捷性のないこと、幅広い  要因へ適応する能力、いろいろな餌を食べる 性な

 です  rice  00  。 

  畜と人間は強い信頼関係で結ばれ、今日至ったが、この  0 年ほ で 況は激変してき

た。人間による 畜の改 は極端な まですすんできたた です。現代という時代は、物

 を適当なところで自制する、ということができないようになってきて、これからの 畜

は、  の範疇から飛 出して、 像 できないような のに作り変えられる可能性が高

いです 本江  00  。 

 
将来  題としては次のことを求 たいです。  学 を基盤とする教育  を  す

る。その成果によって教育  と内 を   に 行する。緊  題としては  科の内

 を検討する。閉塞した学校  や地域  に、楽しい学 から希望を創る。  学 を

教育  の基盤とするように、  に働きか る。生活科、総合 学 の時間、探求学 

の  を大 にする。冒険学校で、自然、 統 な生 を 体 し、心の   Nin 自然知

能 と 能  性 の     を 統 に追体 する。自己 畜 を緩 、生きる技能

 生  を身に  、自ら働き、遊 楽し を創る。子  や長 に   を持ち、共に遊

 、学 、楽しく らす。 

略歴 愛知 生まれ、 京学 大学名誉教授。   物学およ   学  論専攻。雑

穀の起 と  の  ールド調査、    、  学 の  と理論  。 

静 大学理学部生物学科卒 、 京教育大学大学院 学  科 了、 学 士 京都大

学 。 科大学 インド、バン ロール、客 教授 、 ン 大学  立 物 キ ー イギ

  、 ン   ー  客 教授/ロンドン      、ラ  バ  プラ コン大学  イ、

バンコ ク、客 教授 ほか、国立遺 学     三島、  生 、国立  学 物   高

槻、共同    、 京外国 大学ア ア ア   言      調 、 ェロー な で、

共同  に参加した。 京学 大学においては、  から教授まで  0 年間、 場 現  

 教育   ン ー、小金  を維持管理、学部  教育専攻、大学院 士    教育

コー 、連合大学院 士  教育  論講    教育学   を担当し、自然    

  、雑穀   、日本  教育学 、  教育   ン ーな を創 した。N O    

明   とと に  教育推  を  し、議 立 ができた。 

ドメ    ーションの変遷

地質時代 年代 特徴

wild  生 生物    人間は 則関与せず、 生種は自然選択圧の下にある

 四紀更 世  5  年前 

semi-domestication 半栽培 半 畜、      人間が一部関与し、人為選択が加わるが、自然選択圧 強い

 四紀完 世    00年前 

domestication 栽培 、 畜  共生    
人間による随伴異種への人為選択圧が強力で、保護 加わり、
自然選択圧は潜在する。しかし、生き物は逃避 できる。

 四紀人 世    5 

hyper-domestication
    

 剰な栽培 、 畜  隷属 
   

人間が自然ではほとん 起こらない人為 遺 変 を起こさせ
る。さらには自然ではない食料を製 する。

self-domestication 自己 畜     退行   
自然から乖 した都市人間が同種内で強い人為選択を及ぼす。
給餌、思考の代 、火 エネルギー と 具の使用による 剰
な便利。生き物として退 する。


